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ＰＴＡのめざすもの
１ ＰＴＡのあゆみ

ＰＴＡ ： PPPParent－TTTTeacher AAAAssociation の略称

ＰＴＡの歴史は、児童愛護と教育環境の整備をめざしたアメリカの母親運動から

スタートしました。

創始者であるバーニー夫人は 1897年に「全国母親協議会」

を発足させ、1924年には「父母と教師の全国協議会」が結成

されました。これが、現在のＰＴＡの母体となりました。

現在、アメリカ合衆国をはじめ、日本、カナダ、フィリピン等でＰＴＡ活動が

実施されています。

＜日本でのあゆみ＞

1946 年 アメリカ教育使節団により、日本教育の民主化に向け、ＰＴＡの

(昭和 21年) 結成が勧奨された。文部省に「父母と教師の会委員会」を設置

1947 年 文部省：資料「父母と先生の会－教育民主化のために－」を提示

(昭和 22年) 新潟県：学校ごとにＰＴＡの結成が進む ～ 1950年

1949 年
社会教育法公布社会教育法公布社会教育法公布社会教育法公布：ＰＴＡを社会教育団体として位置付ける。

(昭和 24年)

1950 年 全国のＰＴＡ設置状況：小学校 93％・中学校 89％・高校 81％

(昭和 25年) 「新潟県高等学校ＰＴＡ連合会」発足

1952 年 「新潟県小中学校ＰＴＡ連合会」発足

(昭和 27年) 「日本ＰＴＡ全国協議会」「全国高等学校ＰＴＡ協議会」設立

1954 年
文部省：「ＰＴＡ参考規約」を全国に配布

(昭和 29年)
※ 戦後の荒廃した学校の復旧や条件整備など、学校後援会的

な色彩が強い団体になってしまったため、ＰＴＡの基本原理

や精神を説明した。

1967 年
文部省 社会教育審議会報告文部省 社会教育審議会報告文部省 社会教育審議会報告文部省 社会教育審議会報告：：：：「父母と先生の会のあり方について」

(昭和 42年)

＜昭和 42年 6月 23日 社会教育審議会報告＞

ＰＴＡは、児童生徒の健全な育成を図ることを目的とし、親と教師が協力して、

学校及び家庭における教育に関し理解を深め、その教育の振興につとめ、さらに

児童生徒の校外における生活指導、地域における教育環境の改善、充実を図るた

めに会員相互の学習その他必要な活動を行う団体である。
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２ ＰＴＡの目的
ＰＴＡは、保護者と教職員が協力して、子どもたちの健全育成を図ることを目的

としています。これは、1967年(昭和 42年)の社会教育審議会報告で述べられてい

ますが、現在にいたっても普遍的な目的といえます。

目的目的目的目的 ：：：： 児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの健全健全健全健全なななな育成育成育成育成をををを図図図図るるるる

学校・家庭・地域社会との連携・融合

（関係機関・諸団体との連携）

会員相互の学習やその他必要な活動

学校及び家庭における 児童生徒の校外に 地域における教育

教育の理解とその振興 における生活指導 環境の改善・充実

３ ＰＴＡの性格
ＰＴＡは、「子どもの健全な育成を図ること」を目的とした活動を行い、活動を

通して互いに学び合い、自己を高めていく自主的な団体です。

また、ＰＴＡは、社会教育法第 10 条に規定された社会教育団体であり、公共

性をもった任意加入の団体です。

子どもの教育に直接責任を負う学校と家庭の連携・協力は重要です。保護者は

家庭での教育、教職員は学校での教育の領域で、互いに高め合い、信頼関係に根

ざした活動を実施していくことが大切です。

また、この連携・協力体制は、地域社会における子どもたちの教育についても

重要な役割を果たすものです。地域の教育環境を改善したり充実したりするため

に、ＰＴＡは学校・家庭・地域社会のかけ橋となる団体です。

Ｐ Ｔ Ａ
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４ ＰＴＡの重要性
大きな社会変化の中で、子どもの教育は学校だけでなく社会全体で担うものであり、

家庭の教育機能の充実、地域社会の教育力の向上、学校・家庭・地域の連携協力の必要

性が強く認識されるようになりました。

2008年(平成20年) 『新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について』

中央教育審議会答申 （学校・家庭・地域を結ぶＰＴＡ活動の充実） ＜抜粋＞

〇 ＰＴＡ活動は保護者と教員がお互いを高めあい、子どもたちの健全な育成を支援する

団体であり、学校行事の支援や登下校時の安全対策等、地域の行事、親子が参加してふ

れあう活動、保護者に対する子育て教室等様々な活動を各地域の実情に応じて実施して

おり、前述の子どもの放課後の居場所づくりへの協力や早寝早起き朝ごはん運動の推進

等、学校・家庭・地域を結ぶ要として重要な役割を担っている。

〇 近年、一部の地域では、共働きや勤務形態の多様化等によりＰＴＡ活動に参加したく

とも参加できない保護者がある一方で様々な価値観からＰＴＡ離れが進んでいるとの指

摘もあり、活動が停滞しているＰＴＡもあると考えられる。保護者にとって、ＰＴＡ活

動は、地域の社会活動への参加の端緒となるものであることから、学校・家庭・地域の

連携・協力を進める上で重要であり、各地域におけるＰＴＡ活動状況等に関する実態把

握及び活動の充実が求められる。

ＰＴＡの重要性を会員が自覚し、前年踏襲のＰＴＡ活動を見直して創意工夫に努める

ことが大切であり、視点を広げた連携協力を推進し、地域社会における教育環境づくり

をさらに実践することが期待されます。また、そのために、学校・家庭・地域・行政か

らのＰＴＡへの協力や支援も必要です。

様々な立場で、教育におけるそれぞれの役割と責任を果たし、相互の連携協力に努め、

子どもの健全育成を目指していくことが望まれます。

家 庭

・家庭教育の充実 ＰＴＡ 活動の創意工夫

・やりがいを感じられる事業

・参加しやすい活動形態づくり

・学校を取り巻く課題解決への

学 校 ＰＴＡ 地 域 支援や協力

・住民の参加や ・他ＰＴＡ(幼・保・高)等との

・教職員の 協力 連携

参加や協力 ・教育支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ・地域行事や地域協議会等への

との協働 参画

できることからできることからできることからできることから一歩一歩一歩一歩ずつずつずつずつ！！！！
支 援

行 政
・活動に関する相談 ・行事等の企画支援

・交流、体験の機会や場の提供

・研修会等の実施
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ＰＴＡの組織と運営

１ ＰＴＡの規約

規約には、単位ＰＴＡ（各学校ごとのＰＴＡ）の基本的方針、目的や特徴、組織、

運営方法などを明示する必要があります。一般的に、次のような内容を盛り込み、

規約を基に円滑な活動を進めていくことが大切です。

＜規 約＞

◆ 名称・目的 ◆ 会の構成や組織 ◆ 事業・活動内容

◆ 役員・委員の選出、任期、任務 ◆ 会費・会計

◆ 総会・役員会・委員会等の機関 ◆ 会則改正 など

また、具体的な会の運営のために現状や実態に即して、細則をつくることが必要

です。

細則の内容としては次のようなものが考えられます。運営や活動に新しい取組が

盛り込めるような柔軟性をもつことが大切です。

＜細 則＞

◆ 会費の額や徴収方法 ◆ 会計処理の仕方 ◆ 役員の選出方法

◆ 専門委員会、学級・学年ＰＴＡ、地域ＰＴＡ等の運営方法

◆ 表彰や慶弔規定 など

会員の理解を得るために

ＰＴＡの規約を会員みんなのものにしていくことが大切であり、規約に対する

会員の関心を高める工夫や努力が重要です。

会員の理解を得るために、次のような取組が考えられます。

◇ 入学説明会、就学時健康診断等を利用して、新会員に規約の説明や協議の

機会を設ける。

◇ 総会や学級・学年ＰＴＡなどで、規約の説明や協議の機会を設ける。

◇ 規約に関することやその説明等を広報紙などに掲載し、全会員に周知する。

※ 「父母と先生の会」と訳されるＰＴＡですが、会員の資格については、単位ＰＴＡ

が主体的に決定すべきものです。元会員や地域住民が賛助会員や特別会員として入会

している場合もあります。

会員としての自覚や連帯感を高めるために、就学前の説明会や入学式後の機会を活

用した入会式や入会届けの提出などを行っているところもあります。
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２ ＰＴＡの組織

ＰＴＡの組織は、運営のための組織と活動のための組織で構成されているのが一般

的です。

運営のための組織は、それぞれが独立した権限と責任を持って役割を果たすことが

大切です。また、活動のための組織は、学級・学年ＰＴＡを母体として、その中で話

し合われた内容や課題を専門委員会や地域委員会などに反映させることが大切です。

各委員会は相互に関連を図り、全体的な共通課題解決のために活動していくことが重

要です。

＜組織例＞

議決機関（総会）

ＰＰＰＰ 運営のための組織 執行機関（運営委員会・役員会）

監査機関（監査委員）

ＴＴＴＴ

学級・学年委員会

ＡＡＡＡ 活動のための組織 地域委員会

専門委員会

※ ＰＴＡは、学校や地域の実情に応じ、工夫した組織づくりが必要とされます。

例えば、会員の主体性や連帯感づくりのための組織（例：有志によるイベント開

催、おやじの会等）、教育資源活用のための組織（例：学校支援活動、放課後支

援活動等）などを設けていくことも望まれます。

３ ＰＴＡの予算作成

予算作成に当たっては、ＰＴＡの活動方針や目的に従って、ＰＴＡ本来の活動に

使われるようにすることが大切です。

＜予算作成に当たってのポイント＞

◆ 新旧役員が一緒に協議 →
新旧役員の意向が反映された予算案を作成

することにより、引継ぎもスムーズになる。

◆ 予算案の固定化の見直し →
新たな活動を盛り込むことによって、活動

の活性化を図る。

地域の教育課題や実態を把握し、役員それ

◆ 積 極 的 な 話 し 合 い → ぞれの積極的な意見交換により、活動の方

向性が明確になる。

＜予算作成と事業計画＞

予算作成と事業計画は一体のものです。予算の作成により、一年間のＰＴＡ

活動の方向性が決定します。
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